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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は，家庭で医療的ケア児を養育する母親たちが、より良い養育と自己実現を目指

して地域との繋がりを進化・発展させていくプロセスを、修正版グランデッド・セオリ

ー・アプローチを用いて分析したものである。その結果、医療的ケア児の母親が構築した

地域ソーシャルキャピタルとの繋がりの構造は、①閉じこもり期、②客観期、③地域との

協同期、④自己実現期の4つの段階に分かれることが明らかとなり、それらは移行理論の

概念枠組みと符合することが示された。本論文の内容は、小児の在宅療養の分野で、対象

者と地域ソーシャルキャピタルとの繋がりの構造の特徴を新たに提示したものであり、そ

の繋がり構造の概念を導入することにより、母親や家族への効果的支援方法の確立に道を

開くものであることから、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


